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「山村再生プラン」の選考結果（第 2回）概要について 

 

(財)都市農山漁村交流活性化機構は、平成２０年度林野庁補助事業「山村再生総合対策

事業」の一環として、山村特有の資源（森林、自然景観、農林水産物、伝統・文化等）を

活用した①新しいビジネスの創出、②都市と山村の交流、③山村コミュニティの維持・再

生など「魅力ある山村づくり」を支援いたします。 

支援対象は、「山村再生プラン」を広く全国に募集し、応募のあったプランの中から優

良なプランを外部の有識者等から構成される選考委員会において審査・選定することとし

ています。募集期間は 5 月 7 日から 7 月 31 日まで。応募締切は第 1 回締切が 5 月 30 日、

第 2回 6 月 30 日、第 3回 7 月 31 日とし、各回ごとに選考を行うこととしています。 

 このたび第 2回締切に応募のあった 52 件のプランと、第 1回選考において判断を保留と

された 3件の計 55 件のプランについて選考した結果、27 件が優良プランとして選定されま

した。 

 

１ 選定されたプランの特徴 

  山村特有の資源を活用した魅力ある山村づくりのプランを募集したところ、全国から

新規性のある先進的なプランが多数寄せられ、選定されたプランの実施を通して、山村

再生に向けた新たな展開が広がると期待されます。 

選定されたプランの実施箇所を見ると基礎的条件の厳しい「振興山村」の指定を受け

ている地域が中心となっています。事業主体を見ると、地方公共団体、ＮＰＯ法人、企

業、任意団体など多様な主体に亘っています。 

 選定された事業内容は、①間伐材を活用した教育玩具「からくり工作キット」の試作・

商品化など「ビジネス創出」、②廃校や「またぎ小屋」など山村特有の資源を活用した「都

市との交流」、③山村で培われてきた木籠づくりの技術の伝承および木籠づくり体験など

｢山村コミュニティの維持・再生｣であり、地域の課題・実情に即した内容となっていま

す。 

また、その他の特徴として、①森林・林業と他産業（農業・漁業・観光業など）が関

係・連携する取組、②都会の特定の地域または組織と特定の山村が連携しながら進める

取組、③地域の関係者だけでなくＮＰＯ法人や大学など多様な主体が協働しながら進め

る取組、などがありました。 
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① 森林・林業と他産業（農業・漁業・観光業など）が関係・連携する取組の例 

他産業との関係・連携 事業名称 

森林・林業分野から観光分野へ展開す

る取組 

屋久島の里樹林・樹冠体験事業など多

数 

森林・林業分野から内水面漁業分野へ

展開する取組 

森と人と渓流がつなぐ新しい命 

野生シカ肉の流通促進をめざす取組 駆除するだけではもったいない！シカ

肉の流通促進事業 

地域の間伐材を活用した農業用ハウス

開発をめざす取組 

間伐材の農業生産資材（ビニールハウ

ス骨材）への利活用調査設計業務 

 

② 都会の特定の地域または組織と、特定の山村が連携しながら進める取組の例 

連携の関係 事業名称 

環境ＮＰＯオフィス町内会（東

京）と岩手県岩泉町の連携 

「森の町内会－間伐に寄与した紙－」を通じ

た企業と森の間伐促進の新たな取り組み 

群馬県川場村と東京都世田谷区

との連携 

都市交流と協働の里山再生事業 

佐賀県唐津市と福岡市長尾校区

との連携 

唐津市山村再生モデル事業 

 

③ 地域の関係者だけでなく、ＮＰＯ法人、大学など多様な主体が協働しながら進め

る取組の例 

取組の参加主体 事業名称 

地域住民、自治組織、岩手大学、岩手県立

大学、行政、ＮＰＯ法人など 

木細工集落コミュニティ再生活性

化事業 

地域住民、自治組織、民間企業、早稲田大

学など 

新技術を活用した高根の食文化発

信プロジェクト 

ＮＰＯ、広島大学、警察犬訓練学校、まち

づくり会社、行政など 

森・里・人 共生プロジェクト 
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２ 選定方法等 

選定にあたっては、山村・森林、マーケティング、コミュニティ等に関連する分野

の専門家など外部の有識者による選考委員会において、新規性、継続性、地域活性化

への有効性などの観点から審査し、選定しました。 

 

 

（お問合せ先） 

財団法人都市農山漁村交流活性化機構 

山村再生事務局 

電話：03-3548-2726 Fax：03-3276-6771

saisei＠kouryu.or.jp 
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＜参考＞ 

山村再生優良プランの選考結果（集計） 
 第 2 回締め切り分（6 月 30 日締め切り）で応募があったプランのうち、選考委員会にお
いて優良プランに選定された２７件の事業主体別、事業タイプ別、助成区分別、事業規模別

の内訳は下表のとおりです。 
 

１． 応募申請件数          55 件  
 

２． 優良プラン           27 件  
 
３． 優良プランのプロパティ別集計      

 
◆事業主体別 

 

事業主体 件数
1 地方公共団体 4
2 企業（株式・有限会社等） 5
3 NPO法人 4
4 任意団体 14
合計 27  

◆事業タイプ別 

事業タイプ 件数
1 ビジネス 6
2 交流 7
3 山村コミュニティ 5
4 複合 9
合計 27  

◆助成区分別          （重複あり）        

助成区分 件数
1 計画 21
2 試行 19
3 評価 7
合計 47  

◆事業規模別     （平均：約３２４万円） 

事業規模 件数
1 １００万円以下 0
2 １０１～２００万円 7
3 ２０１～３００万円 10
4 ３０１～４００万円 4
5 ４０１～５００万円 2
6 ５０１～６００万円 1
7 ６０１～７００万円 2
8 ７０１～８００万円 0
9 ８０１～９００万円 1
合計 27  


